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この取扱説明書は、別売品のことも記載していますの
で、お読みになったあとも大切に保管してください。



はじめに

　このたびは、本製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
　本製品は、音声通信やメッセージ通信ができるマルチキャリア対応のトランシーバーです。
　ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、本製品の性能を十分発揮していただくとともに、末長
くご愛用くださいますようお願い申し上げます。

i

登録商標/著作権について
アイコム株式会社、アイコム、Icom Inc.、アイコムロゴ、ポケットビープは、アイコム株式会社の登録商標です。
Bluetoothのワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG、 Inc. が所有する登録商標であり、アイコム株式会社はこ
れらのマークをライセンスに基づいて使用しています。
その他、本書に記載されている会社名、製品名およびサービス名は、各社の商標または登録商標です。
本書の内容の一部または全部を無断で複写/転用することは、禁止されています。

本製品の概要について

自動車運転時のご注意

付属品について
◎	ドコモ網（LTE/3G）、またはau網（LTE）を経由した

呼び出し（個別/グループ/全体）やメッセージの送受
信★1、ステータス情報（例：会議中）★1の送信ができ
ます。

	 ※�端末側でどのグループに所属するかを選択できる
トークグループにも対応しています。

◎	2種類（単信/複信）の通信方式★2に対応しています。

◎	IP67（耐塵形と防浸形）★3の性能に対応できるように
設計されています。

◎	本製品は、免許不要･資格不要です。

★1	 送信できるメッセージやプレゼンスは、あらかじ
めお買い上げの販売店で設定された内容です。

★2	 単信は送信と受信を交互に切り替えて交信する方
式、複信は電話のように同時通話できる方式です。

★3	「IP表記について」（P.ii）をご覧ください。

◎	安全運転のため、運転中に無線機を操作したり、無線
機の表示部を注視（表示部を見つづける行為）したり
しないでください。

◎	無線機を操作、または表示部を注視する場合は、必ず
安全な場所に自動車を停車させてください。

◎	安全運転に必要な外部の音が聞こえない状態で自動
車を運転しないでください。

	 一部の都道府県では、走行中にイヤホンやヘッドホン
などを使用することが規制されています。

◎	安全運転のため、無線機を身体に付けた状態で運転し
ないでください。

使用後はリサイクルへ

この製品は充電式電池使用機器です。
希少な金属を再利用し、地球環境を維持
するために、不要になった電池は廃棄せ
ず、端子部分をテープで絶縁し、充電式
電池リサイクル協力店へご持参ください。
充電式電池リサイクル協力店について
は、一般社団法人 JBRCのホームペー
ジでご確認ください。

JBRCホームページ　http://www.jbrc.com/

Li-ion

バッテリーパック
（BP-272）

□ ご注意と保守について
□ ご利用ガイド
□ 保証書

アンテナ

ハンドストラップ

ベルトクリップ
(MB-135)



機器内への異物の侵入に対する保護性能を表すための表
記です。
IPにつづけて保護等級を示す数字で記載され、1つ目の
数字が防塵等級、2つ目が防水等級を意味します。
また、保護等級を定めない場合は、その等級の表記に該
当する数字の部分を「X」で表記します。

【本書で記載する保護の程度について】
IP6X（耐塵形）	 ：	�試験用粉塵を1ｍ3あたり2kgの割合

で浮遊させた中に8時間放置したの
ちに取り出して、無線機内部に粉塵
の侵入がないこと

IPX4（防まつ形）	：	�いかなる方向からの水の飛まつを受
けても有害な影響がないこと

IPX7（防浸形）	 ：	�水深1mの静水（常温の水道水）に静
かに沈め、30分間放置したのちに
取り出して、無線機として機能する
こと
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防塵/防水性能について

IP表記について

別売品の使用による防塵/防水性能について
バッテリーパック、アンテナ、保護カバーを本製品に正し
く取り付けた状態で、IP67の防塵/防水性能があります。
次のような使いかたをすると、防水性能を維持できませ
んので、ご注意ください。
	水深1m以上、または30分間以上水中に放置したとき
	雨の中や、水滴が付着、またはぬれた手でバッテリー

パックや防水形スピーカーマイクロホンを付けたり、
はずしたりしたとき

	海水や砂、泥、洗浄液（洗剤）等が無線機に付着したま
ま放置したとき

	落下等外的衝撃により、樹脂変形、ひずみ、ひび割れ等
が発生した場合や薬品の付着により筐体、ゴムパッキ
ンに劣化が生じたとき

	長時間、高い水圧をかけたとき
	蛇口からの水や湯を直接当てたとき
	「別売品の使用による防塵/防水性能について」に記載

する別売品以外を使用したとき
	無線機本体とバッテリーパック端子間の腐食による

故障、または損傷した状態で使用したとき
	－10℃～＋60℃以外の環境で使用したとき
	薬品等の蒸気が発散しているところや薬品にふれる

ところに放置したとき
	本製品を分解または改造したとき
	無線機本体とバッテリーパック、別売品を接続するコ

ネクター間に微細なゴミ（糸くず、毛髪、砂など）が挟
まっているとき

バッテリーパック、アンテナ、保護カバーを本製品に正
しく取り付けた状態で、IP67の防塵/防水性能があり
ます。
※�上記以外の別売品を使用したときは、別売品を含めた

防塵/防水性能の低いものに制限されます。
　�別売品は、防塵/防水性能をご確認の上、ご使用くだ

さい。（5章）

日常のお手入れと点検について
◎	�清掃するときは、洗剤や有機溶剤（シンナー、ベンジン

など）を絶対に使用しないでください。
	� ケースが損傷したり、塗装がはがれたりする原因になる

ことがあります。
	� ふだんは、乾いたやわらかい布でふき、汚れのひどいと

きは、水を含ませたやわらかい布をかたく絞ってふいて
ください。

	� また、バッテリーパック（BP-272）/バッテリーケース
（BP-273A）を取りはずした状態では、乾いたやわら
かい布でふいてください。

◎	�無線機本体、充電器、バッテリーパック/バッテリーケー
スの各端子（充電端子や電源端子）にゴミやホコリが付
着すると、接触不良が原因で正常に動作しないことが
あります。

	� 各端子は、定期的に乾いたやわらかい布でふいてください。
◎	�使用される前に、バッテリーパックの容量が十分残って

いるか、表示部の残量表示を確認してください。
	� また、バッテリーパックがしっかりと装着されているか点

検してください。

海水が付着したときは？
海水が無線機に付着したときは、すぐに洗い流し、水分を
ふき取って十分に乾燥させてからご使用ください。
海水が付着したまま放置したり、使用したりすると、故障
の原因になります。
※�バッテリーパック、アンテナ、保護カバーを無線機に正

しく取り付けた状態で洗浄してください。
※常温の真水でやさしく洗い流してください。
※ブラシなどを使用せず、手で洗い流してください。

ご注意
次の場合は防水性能を維持できませんので、弊社サポー
トセンターにご相談ください。
・ �無線機本体、ジャックの保護カバーが破損している場合
・落下などの強い衝撃を無線機に与えた場合
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電波法についてのご注意 取り扱い上のご注意

医用電気機器近くでの取り扱いについて

◎	�本製品は電波法に基づいて、技術基準適合証明（工事
設計認証）を受けた製品です。

	 分解や改造をしないでください。
◎	本製品を使用できるのは、日本国内に限られています。
	 本製品は、日本国内での使用を目的に設計･製造してい

ます。
	 したがって、日本国外で使用された場合、本製品および

その他の機器を壊すおそれがあります。
	 また、その国の法令に抵触する場合がありますので、使

用できません。

◎	SIMカードの交換は、お買い上げの販売店にご依頼く
ださい。

◎	本製品を極端に寒い場所から持ち運んだ場合は、結露
する可能性があります。

	 結露した場合は、自然乾燥させるか、長いあいだ同じ環
境に置くなどして、結露がなくなってからご使用ください。

◎	磁気カードを無線機に近づけないでください。
	 磁気カードの内容が消去されることがあります。
◎	バッテリーパックをお買い上げいただいたときや、2ヵ

月以上充電しなかったときは、必ず充電してください。

植え込み型心臓ペースメーカー、および植え込み型除細動
器や医用電気機器の近くで本製品を使用する場合は、電波
によりそれらの装置・機器に影響を与えるおそれがありま
すので、次のことをお守りください。
◎	植え込み型心臓ペースメーカー、および植え込み型除細

動器を装着されている方は、本製品を植え込み型心臓
ペースメーカー、および植え込み型除細動器の装着部位
から15cm以上離して携行、および使用してください。

	 電波により機器の作動に影響を与える場合があります。
◎	身動きが自由に取れない状況など、15cm以上の離隔

距離が確保できないおそれがある場合、付近に植え込
み型心臓ペースメーカー、および植え込み型除細動器を
装着している方がいる可能性がありますので、本製品を
使用しないでください。

	 電波により機器の作動に影響を与える場合があります。
◎	医療機関の屋内では次のことに注意してご使用くださ

い。
	  �手術室、集中治療室（ICU）、冠状動脈疾患監視病室

（CCU）には本製品を持ち込まないでください。
	  病棟内では、本製品を使用しないでください。
	  �ロビーなどであっても付近に医用電気機器がある場

合は本製品を使用しないでください。
	  �医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場

所を定めている場合は、その医療機関の指示にした
がってください。

◎	医療機関の外で、植え込み型心臓ペースメーカー、およ
び植え込み型除細動器以外の医用電気機器を使用され
る場合（自宅療養など）は、電波による影響について個別
に医療用電気機器メーカーなどにご確認ください。

	 電波により機器の作動に影響を与える場合があります。

◎	�サービスエリア内でも電波の届かない場所（トンネル・
地下など）では通信できません。また、電波状態の悪い
場所では通信できないこともあります。なお、通信中に
電波状態の悪い場所へ移動すると、通信が途切れること
がありますので、あらかじめご了承ください。

◎�本製品の故障、誤動作、不具合、停電などの外部要因に
より通信、通話などの機会を失ったために生じる損害や
逸失利益、または第三者からのいかなる請求についても
当社は一切その責任を負いかねますのであらかじめご
了承ください。

取扱説明書の内容について
本書に記載の操作や機能は、お買い上げの販売店であら
かじめ設定をご依頼いただくことにより使用できる機能
も含まれています。
一般的なご使用を想定した内容にしていますので、ご使
用になる機能や操作について詳しくは、お買い上げの販
売店にお問い合わせください。
※�本書は、IP502H Ver. 1.02のファームウェアを使

用して説明しています。
※�本製品の仕様、外観、その他の内容については、改良

のため予告なく変更されることがあり、本書の記載と
は一部異なる場合があります。

ファームウェアの自動更新について
本製品は、自動的にファームウェアが更新されることが
ありますので、あらかじめご了承ください。
※�更新中は、本製品をご利用いただけませんのでご注意

ください。（P.1-5）
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本製品の比吸収率（SAR）について
本製品は、国が定めた電波の人体吸収に関する技術基準
に適合しています。この技術基準は、携帯型端末などの無
線機器から送出される電波が人間の健康に影響を及ぼさ
ないよう、科学的根拠に基づいて定められたものであり、
人体に吸収される電波の平均エネルギー量を表す比吸収
率（SAR：Specific Absorption Rate）について、これが
2W/kg★の許容値を超えないこととしています。この許容
値は、使用者の年齢や身体の大きさに関係なく十分な安全
率を含んでおり、世界保健機関（WHO）と協力関係にある
国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）が示した国際的な
ガイドラインと同じ値になっています。
本製品の値は0.753W/kg(10g)です。この値は、国が定
めた方法に従い、携帯型端末の送信電力を最大にして測定
された最大の値です。個々の製品によってSARに多少の
差異が生じることもありますが、いずれも許容値を満足して
います。また、本製品は、基地局との通信に必要な最低限
の送信電力になるよう設計されているため、実際に通話し
ている状態では、通常SARはより小さい値となります。
SARについて、さらに詳しい情報をお知りになりたい方は、
下記のホームページをご参照ください。

総務省のホームページ 
http://www.tele.soumu.go.jp/j/ele/index.htm

社団法人電波産業会のホームページ 
http://www.arib-emf.org/index.html

★�技術基準については、電波法関連省令（無線設備規則第
14条の2）で規定されています。

2.4GHz現品表示記号の意味について

電波干渉についてのご注意

｢2.4｣	 ：2.4GHz帯を使用する無線設備
｢FH｣	 ：FHSS方式
｢1｣	 ：想定干渉距離が10m以下
｢ ｣	：�全帯域を使用し、かつ移動体識別用の構内無

線局および特定小電力無線局並びにアマチュ
ア無線局の帯域を回避不可

Bluetoothの通信では2.4GHz帯の電波を使用するため、
次のことがらに注意してください。
この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科
学・医療用機器のほか工場の製造ライン等で使用されて
いる移動体識別用の構内無線局（免許を必要とする無線
局） および特定小電力無線局（免許を必要としない無線
局）並びにアマチュア無線局（免許を必要とする無線局）
が運用されています。
◎�この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内

無線局および特定小電力無線局並びにアマチュア無線
局が運用されていないことをご確認ください。

◎�万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対し
て有害な電波干渉の事例が発生した場合には、速やか
に使用場所を変更するか、または電波の発射を停止

（Bluetooth接続の切断）してください。
　※�Bluetooth接続の切断方法については、5-20ペー

ジ、5-21ページをご覧ください。
◎�その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線

局あるいはアマチュア無線局に対して有害な電波干渉
の事例が発生した場合など、何かお困りのことが起き
たときは、下記へお問い合わせください。
お問い合わせ先
アイコム株式会社 サポートセンター
0120-156-313（フリーダイヤル）
◆	 携帯電話･PHS･公衆電話からのご利用は、
	 06-6792-4949（通話料がかかります）
受付（平日 9:00〜17:00）
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■ バッテリーパックの取り付けかた
お買い上げいただいたときや、2ヵ月以上充電しなかっ
たときは、必ず充電してから、ご使用ください。
※�充電方法については、本書 5-6 ページ～ 5-8 ページを

ご覧ください。

バッテリーパック

上図の手順（q～w）で、取り付けてください。

R注意
しばらく使用しないときは、バッテリーパックを無線機本体か
ら必ず取りはずしてください。
本製品の電源を切った状態でも、常
に微少の電流が流れていますので、
電池が消耗する原因になることがあ
ります。
※�本製品の電源を切り、「電源 OFF

…」（P.2-3）の表示が消えてか
ら、右図の手順（q ～ w）で、バッ
テリーパックを取りはずしてくだ
さい。

この部分を
持って回します。

■ アンテナの取り付けかた ■ ベルトクリップの取り付けかた

■ ハンドストラップの取り付けかた

※�バッテリーパック/バッテリーケースを無線機本体か
ら取りはずした状態で、ベルトクリップを着脱してく
ださい。

【ご注意】
技術基準適合証明（工事設計認証）を受けていますので、付
属のアンテナ以外は使用できません。

ハンドストラップ
(付属品)

取り付けるときは、「カチッ」と音が
するまでスライドさせてください。

ベルトクリップ(付属品)

バッテリーパック/
バッテリーケース

q

w

取りはずすときは、この部分に
指をかけてはずしてください。

q
w

q
q

w

※�取り付け後、バッテリーパックがしっかりと装着されてい
ることを確認してください。
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■ 電源の入れかたと音量調整のしかた

2 音量を調整する

[電源/音量]ツマミを回すと、音量が調整できます。
相手の音声が聞きやすい音量レベルに調整してください。
�調整できる範囲は、「0～32」です。

待受画面

[電源/音量]ツマミを時計方向に、12時の位置まで回し
ます。
	�｢カチッ｣と音がして、ビープ音が｢ピー｣と鳴ります。

1 電源を入れる

回す 回す

※�防塵/防水対応により、
簡単に回らない構造に
なっています。

Ver.　.　　.　/
IP501H 音量： 10

自局00001
起動中

全体
　10/4　12：57

※�音量が最小のときは、操作音（ビープ音）や受信した音声が
聞こえません。

自局00001
設定取得中

自局00001
接続試行中

※�上図の表示例は、IP501Hの画面です。
※�通信モードが3Gの場合は3Gと電波の強度（ ）、LTEの場

合は電波の強度だけを表示します。
※�サービスエリア外（電波の届かない地域）の場合は 点滅（圏

外）、IP無線コントローラーに繋がっていない場合は 点灯
（未レジスト）が表示されます。
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■	各部の名称

マイク

表示部

[電源/音量]
ツマミ

アンテナ [送信/受信]ランプ

[PTT](送信)
スイッチ

[オプション]
キー

スピーカー

操作キー

（P.1-2）

（P.2-2）

（P.3-6）

（P.2-2）

（P.1-3）

（P.1-5）

（P.1-6）

★1	� お買い上げの販売店で機能を設定されている場合に使用できます。
★2	� Bluetooth接続（P.5-9）している場合、本製品のSETモードで、ボリューム連動機能（P.4-4）を無効にしていると、無線

機本体側で音量を変更できません。
★3	� Bluetooth接続（P.5-9）している場合、または別売品のスピーカーマイクロホンなどを接続したときは、動作しません。
※�本書中の画面は、設定によって、お使いになるものと多少異なる場合があります。
※�本製品の仕様、外観、その他の内容については、改良のため予告なく変更されることがあり、本書の記載とは一部異なる場合

があります。

★3

★2

★1

別売品を接続するときは

◎�接続ケーブルを抜き差し
する前に、本製品の電源を
切ってください。

◎�プラグ本体を持ってまっ
すぐに抜 き差 ししてくだ
さい。

◎�防塵/防水対応により、差
し込み部分がかたくなっ
ていますので、プラグを接
続するときは、奥まで確実
に差し込んでください。

◎�防水性能の維持と端子保護のため、別売品を接続しないとき
は、保護カバーをしっかりと閉じた状態でご使用ください。

保護カバーを閉じた状態

保護カバー

プラグ

[電源/音量]ツマミ

別売品取り付け時
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■	表示部のアイコンについて

	 電波状態表示
	� 電波の強度を3段階(目安)で表示します。
	 ※�サービスエリア外（電波の届かない地域）の場合

は 点滅（圏外）、IP無線コントローラーに繋がっ
ていないときは 点灯（未レジスト）が表示され
ます。(P.1-3)

	 呼び出しモード表示
	 	：	全体/グループ呼び出し
	 	：	トークグループ呼び出し★(P.3-4)
	 	：	個別呼び出し
	 	：	電話（発信/着信）★

※�呼び出しやメッセージを受信したときは、アイコ
ンが点滅します。

	 	 録音機能表示(P.3-7)

	 	 Bluetooth機能表示(P.5-18)

	 	 ポケットビープ機能表示(P.3-10)

	 	 Pベル機能表示(P.3-10)

	 	 ロック機能表示(P.1-7)

	 	 電池残量表示
		�  電池の残量（目安）を4段階で表示します。
		  ※�残量が少なくなりましたら、バッテリーパックを

充電してください。(P.5-6、P.5-8)

	   	   	   	 点滅

	 十分	 残量あり	 残量小	 残量なし
			   （早めに充電）	（要充電）
		  ※�バッテリーケース（別売品:BP-273A）を装着

しているときは、アルカリ乾電池の残量を表示
できません。

		  　�アルカリ乾電池の残量に関わらず、電池残量
表示は「 」のままです。

待受画面 メッセージ受信時

メッセージ内容がスク
ロール表示されます。

全体
　10/4　12：57

全体 至急集合してく
　10/4　13：00

点滅

★ お買い上げの販売店で機能を設定されている場合に使用できます。

「F」が表示されたときは
本製品の表示部で「F」表示が点滅しているときは、新しいファームウェアをダウンロード中です。

◎	ダウンロードは約10分かかります。
	 そのまま電源を切らず、電波状況のよい環境でお待ちください。
◎	�更新中（Updating）の画面が表示されたら、自動的に再起動するまで、電源を切らずにそのままお待ちください。
	 （約1分）

◎	「F」表示の点灯がつづく場合は、ご都合のよいときに、電源を入れなおして再起動してください。
◎	�バッテリーケースを装着した状態でも更新できますが、バッテリーパックを装着して更新されることをおすすめします。
◎	残量表示が （残量小）や 点滅（残量なし）の場合は、更新しません。
	 （残量あり）の状態になるまで充電してから、電源を入れなおし、再度ダウンロードしてください。

全体
　10/4　12：57

F Updating
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★1	お買い上げの販売店で機能を設定されている場合に使用できます。
★2	SETモードでも使用します。詳しくは、4-6ページをご覧ください。

■	操作キーについて

[アドレス帳]キー★1★2

アドレス帳を利用して、送信す
るときに操作します。
キーを押すごとに、全体⇒グ
ループ（トークグループ★1）⇒
個別⇒電話と、呼出種別が切り
替わります。

[履歴]キー

短押し
キーを押すごとに、履歴★1が切
り替わります。
※�表示される履歴は、送信、受

信、メッセージ送信★1、メッ
セージ受信、電話発信★1、電
話着信★1、録音★1です。

長押し
迅速な連絡が必要な場合な
ど、緊急呼び出し★1するときに
操作します。
※�「緊急」と表示されるまで、キー

を長く押します。（P.3-12）

[FUNC]キー★1★2

送信するメッセージやプレゼンス、
所属するトークグループを選択★1

するときに操作します。

[CLR/LOCK]キー

短押し
メッセージや履歴などの選択画面
から、待受画面に戻ります。
長押し	
ロック機能をON/OFFします。

（P.1-7）
※�[PTT]（送信）スイッチと[電源/音

量]ツマミは、ロック中でも使用で
きます。

[▲]/[▼]キー

アドレス帳や履歴画面内などを上
下にスクロール移動するために使
用します。

個別

個別00001
00001

アドレス帳：個別

個別00005
集合してください

メッセージ

メッセージ選択画面
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電池の残量表示が「 点滅」になると、残量警告音「ピーピーピー」が約30秒ごとに鳴ります。
警告音が鳴り出したら、本製品の電源を切り、すぐに充電してください。(P.5-6、P.5-8)

【電池残量が極端に少ないとき】

※�残量表示が「 点滅」の状態で使用をつづけると、「LOW BATTERY」が表示され、残量警告音「ピーピピピ･･･」が2秒間鳴りつづけ
たあと、電源が自動的に切れます。

※�バッテリーケースを装着しているときは、残量警告音は鳴りません。
　�アルカリ乾電池が消耗すると、電源が切れたり、再起動を繰り返したりします。

■ 電池の残量警告音について

ピーピーピー ピーピピピ･･･

全体
　10/4　13：00 LOW  BATTERY

点滅 点滅

電源OFF

■ ロック機能について
不用意に本製品のキーやスイッチに触れても、設定や表示が変わらないようにします。
※ロック中でも緊急呼び出し（P.3-12）を操作できます。

[CLR/LOCK]キーを長く（約1秒）押します。
	�ビープ音が「ピピッ」と鳴って、「 」が点灯します。
	 ※同じ操作をすると、ロックを解除できます。
	 ※�[PTT]（送信）スイッチと[電源/音量]ツマミは、ロック中

でも使用できます。
待受画面

キー操作時

全体
　10/4　12：57

キーロック

[電源/音量]ツマミ

[CLR/LOCK]キー

[PTT]（送信）
スイッチ

■ 緊急速報機能について
気象庁が配信する緊急地震速報や津波警報、国や地方公共団体が配信する災害/避難情報を、警告音と画面表示で通知
する機能です。
※au網（LTE）使用時に動作します。

地震通知例 災害通知例

通知内容がスクロール
表示されます。

緊急速報：地震です
　10/4　12：57

緊急速報：災害・避難・津波情報にご注意ください
　10/4　12：57



2-1

この章では、
本製品を無線機として利用するための基本操作を説明しています。

■ 交信のしかた（交互通信の場合）……………………………………………………………………………………………………… 2-2
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押しつづける

[送信/受信]ランプ
が赤色に点灯

マイク

[送信/受信]ランプ
が緑色に点灯

スピーカー

相手局が送信すると、受信した音声が聞こえます。

	�受信中は、［送信/受信］ランプが緑色に点灯します。
※�アイコン点滅時は、新規着信を示します。（下図参照）
※�待ち受け状態のときは、［送信/受信］ランプが消灯していま

す。

2 相手の音声を受信する1 [PTT]（送信）スイッチを押す

【マイクの使いかた】
マイクと口元を約5cmはなし、普通の
大きさの声で通話してください。
マイクに口を近づけすぎたり、大きな声
を出したりすると、かえって相手に聞こ
えにくくなりますのでご注意ください。

【連続送信について】
[PTT]（送信）スイッチが押しつづけられる場合など、不
用意な送信を防止するために、タイマーが設定されてい
ます。連続送信が5分を超えると、自動的に送信を停止し
ますので、通話を再開するには再度[PTT]（送信）スイッ
チを押してください。

【操作時の確認音について】
お買い上げの販売店、または本製品のSETモードの設定
により、キーやスイッチを操作したときに確認音が鳴り
ます。(P.4-3)

【通知音について】
お買い上げの販売店、または本製品のSETモードの設定
により、受信や圏外などを音で確認できます。(P.4-2、
P.4-3)

【バイブレーション機能について】
お買い上げの販売店、または本製品のSETモードの受信
通知設定でバイブレーション機能が設定されている場合
は、振動でも受信を確認できます。(P.4-2)

約5cm

[PTT]（送信）スイッチを押しながら、マイクに向かって
通話相手に呼びかけます。

	�［PTT］（送信）スイッチを押しているあいだは、［送信/受
信］ランプが赤色に点灯します。

■ 交信のしかた

全体
　10/4　12：58

点滅

全体
　10/4　12：57

全体呼び出し選択時 受信中の表示例

ご注意
本製品の受話音量が最大近くに設定され、騒音環境や本製品同士を近づけていた状態で、同時通話をすると、相手に周期的な残
響ノイズが聞こえることがあります。
このようなときは、[電源/音量]ツマミを回して、音量を小さくすると、現象が発生しにくくなります。
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■ 交信のしかた（つづき）

相手が送信しているときでも、[PTT]（送信）スイッチを
押しながら、電話のように同時通話できます。

	�送受信状態（同時通話時）のときは、［送信/受信］ランプが橙
色に点灯します。

※�通話相手の音声がひずまないように、[電源/音量]ツマミを
回して、音量を調整することをおすすめます。

※�スピーカーやマイクに手をかざしたり、ふさいだりすると、十
分な性能を発揮できませんので、ご注意ください。

3 通話をつづける

【交互通話（単信通話）の場合】
お買い上げの販売店で単信通信が設定されている場合は、
送信と受信を交互に切り替えて通話します。
※相手の通話が終了してから、送信してください。
※�送信の終わりに｢どうぞ｣を付け加えると、互いの会話がスムー

ズになります。

【バックライトについて】
お買い上げの販売店、または本製品のSETモードの設定に
より、バックライトは下記のように動作します。(P.4-3)

◎常時消灯	 ：	バックライトが点灯しません。
◎常時点灯	 ：	常にバックライトが点灯します。
◎操作時点灯	：	�新規着信時、または[PTT]（送信）スイッ

チ以外を操作するとバックライトが点灯
し、何も操作しない状態が約5秒つづく
と、自動的に消灯します。

		 （音量操作時を除く）

【録音機能をご利用時のご注意】
電源を切るときに、録音内容が無線機本体のメモリーに
保存されますので、「電源OFF…」の表示が消えるまでお
待ちください。
※�処理が完了する前にバッテリーパック/バッテリーケース

を取りはずした場合、録音データが消えたり、消去した録音
内容が残ったりすることがありますのでご注意ください。

【電源を切るときは】
[電源/音量]ツマミを反時計方向に｢カチッ｣と鳴るまで
回します。
※�電源を切ったあと、少しのあいだ通電状態になりますので、

電源を入れなおすときは、電源を切ってから10秒ほどお待
ちください。

※�バッテリーパック/バッテリーケースを交換するときは、
「電源OFF…」の表示が消えたことを確認してから、バッ
テリーパック/バッテリーケースを取りはずしてください。

（P.1-2）

回す

押しつづける押しつづける

[送信/受信]ランプ
が橙色に点灯

マイクマイク

電源OFF…
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■ アドレス帳の使いかた
本製品で使用するアドレス帳、[アドレス帳]キーは、お買い上げの販売店で設定が必要です。

1 アドレス帳から相手先を選択する

q	[アドレス帳]キーを押して、呼出種別（例：グループ）
を選択します。

	 ※�キーを押すごとに、全体⇒グループ（トークグループ★）
⇒個別⇒電話と、呼出種別が切り替わります。

	 ★�トークグループは、3-5ページをご覧ください。

w	[▲]/[▼]キーを押して、相手先（例：営業グループ10）
を選択します。

2 [PTT]（送信）スイッチを押す

[PTT]（送信）スイッチを押しながら、マイクに向かって
通話相手に呼びかけます。

	�［PTT］（送信）スイッチを押しているあいだは、［送信/受
信］ランプが赤色に点灯します。

【全体/グループ呼び出しの場合】
呼び出し先ごとの設定については、お買い上げの販売店
にご依頼ください。

押しつづける

[送信/受信]ランプ
が赤色に点灯

マイク

全体
全体

グループ
10001
営業グループ1

グループ
10010
営業グループ10

営業グループ10
　10/4　12：57

グループ呼び出し選択時

[▲]/[▼]キー

[アドレス帳]キー
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2 [PTT]（送信）スイッチを押す

[PTT]（送信）スイッチを押しながら、マイクに向かって
通話相手に呼びかけます。

	�［PTT］（送信）スイッチを押しているあいだは、［送信/受
信］ランプが赤色に点灯します。

■ 履歴の使いかた
[履歴]キーは、お買い上げの販売店で設定が必要です。

1 履歴から通話相手を選択する

q	[履歴]キーを押して、履歴（例：受信履歴）を選択します。
	 ※�キーを押すごとに、送信⇒受信⇒メッセージ送信⇒メッ

セージ受信⇒電話発信⇒電話着信⇒録音と、履歴が切り
替わります。

w	[▲]/[▼]キーを押して、相手先（例：営業8）を選択し
ます。

【履歴について】
各履歴は10件まで記憶され、10件を超えると、古い履
歴から自動的に消去されます。
※録音機能は3-7ページをご覧ください。

押しつづける

[送信/受信]ランプ
が赤色に点灯

マイク

10/3　12：57
営業グループ1

送信履歴

10/3　13：37
営業1

受信履歴

10/2　11：47
営業8

受信履歴

営業8
　10/4　14：53

個別呼び出し選択時

[▲]/[▼]キー
[履歴]キー
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■ 履歴の使いかた（つづき）

CLR
履歴
SET

【履歴を消去するときは】
q	[FUNC]キーを押しながら、[電源/音量]ツマミを時計方向に回して電源を入れます。
w	「SET」が表示されたら、[FUNC]キーから手をはなします。
e	[FUNC]キーを数回押して、「履歴」を選択します。
r	[▲]/[▼]キーで「CLR」を選択し、[履歴]キーを押します。
	録音を除くすべての履歴が消去されます。

※録音内容の消去方法は、3-9ページをご覧ください。 －－－
履歴
SET

[電源/音量]ツマミ

[FUNC]キー

[▲]/[▼]キー
[履歴]キー
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この章では、
メッセージなど、より便利に利用するための操作方法を説明しています。

■ メッセージを送信するときは………………………………………………………………………………………………………… 3-2
■ 受信したメッセージを確認するときは……………………………………………………………………………………………… 3-3
■ プレゼンスを送信するときは………………………………………………………………………………………………………… 3-3
■ トークグループ呼び出しについて…………………………………………………………………………………………………… 3-4
■ トークグループを[FUNC]キーで選択するときは… ……………………………………………………………………………… 3-5
■ トークグループを[アドレス帳]キーで選択するときは… ………………………………………………………………………… 3-5
■ [オプション]キーについて… ………………………………………………………………………………………………………… 3-6
■ 録音機能について……………………………………………………………………………………………………………………… 3-7
■ ポケットビープ機能について……………………………………………………………………………………………………… 3-10
■ Pベル機能について… ……………………………………………………………………………………………………………… 3-10
■ VOX機能について…………………………………………………………………………………………………………………… 3-11
■ 緊急呼び出し機能（エマージェンシー）について………………………………………………………………………………… 3-12
■ Lone Worker機能について… …………………………………………………………………………………………………… 3-13
■ マンダウン機能について（IP502H）……………………………………………………………………………………………… 3-13
■ SIMカードの切り替えについて（IP502H）……………………………………………………………………………………… 3-14
■ 使用するSIMカードをSETモードで切り替えるときは（IP502H）…………………………………………………………… 3-14
■ 使用するSIMカードを[FUNC]キーで切り替えるときは（IP502H）… ……………………………………………………… 3-15
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1 送信先を選択する

q	[アドレス帳]キーを押して、呼出種別（例：個別）を選
択します。

	 ※�キーを押すごとに、全体⇒グループ（トークグループ★）
⇒個別⇒電話と、呼出種別が切り替わります。

	 ★�トークグループは、3-5ページをご覧ください。

w	[▲]/[▼]キーを押して、相手先（例：営業2）を選択し
ます。

※�送信先は履歴からも選択できます。

q	[FUNC]キーを押して、メッセージを選択します。
	 ※�キーを押すごとに、お買い上げの販売店で割り当てられ

た機能（メッセージ/プレゼンス）が表示されます。

w	[▲]/[▼]キーを押して、送信するメッセージを選択し
ます。

e	[PTT]（送信）スイッチを押します。

2 メッセージを選択して送信する

■ メッセージを送信するときは

※お買い上げの販売店で、送信するメッセージ、[FUNC]キーの機能が設定されている場合に使用できます。

全体
全体

グループ
10001
営業グループ1

個別
00001
営業1

個別
00002
営業2

送信先 営業2
至急集合してくだ

メッセージ

営業2
返信をお願いしま

メッセージ

送信成功
　10/4　12：57

※�送信先が個別の場合だけ、表示部に
送信結果（送信成功/応答なし）が表
示されます。

[▲]/[▼]キー

[アドレス帳]キー

[FUNC]キー

[▲]/[▼]キー

[PTT]（送信）
スイッチ
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